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ご愛読 

ありがとうございます 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

岐阜は日本有数の森林面積を誇りますが、 

その木材利用をもっと広めようという試みのひとつとして 

今回、岐阜新聞社・岐阜放送主催の「木づかいフェスタ」というイベントが 

美濃市の県立森林文化アカデミーにて行われます。 
 

このイベントでは木材利用事業の普及啓発を目的としており、 

第一部にて、東京大学名誉教授の基調講演があったのち、 

第二部では、その先生と飛騨産業株式会社の社長様、 

そして、大智寺住職の３名で事例紹介や意見交換、 

パネルディスカッションを行う予定となっています。 
 

ここ大智寺の住職は、檀家の皆様もご存じの通り山が大好きな木の達人です。 

山からとれる間伐材をなんとか利用できないかと、工夫と実験を重ね、 

お寺のトイレや本堂の西の部屋、大玄関から本堂までの廊下を作ってきました。 

間伐材を無駄なく使え、冬は暖かく、夏は涼しい、木の香りがする家づくり 

それが、住職のモットーでした。 
 

清流日本 木づかいフォーラム岐阜 2013 
 

平成 25 年 11 月９日（土）13：30～15：30 
 

岐阜県立森林文化アカデミー森の情報センター （美濃市曽代８８） 

定員１５０名 
（お問い合わせ：岐阜新聞社広告局 ☎058－264－1158） 

 
 

大坐禅会のご案内 
１２月７日（土） 
18:00～本堂にて 

どなたでも参加いただけます。 

（参加費無料・要申込） 

今年も紅葉狩りの季節がやってきました。 

あたりの田畑からは収穫の嬉しい声が聞こえ、 

天高く、秋の味覚に舌鼓打つ日が続きます。 

皆様、いかがお過ごしでしょうか。 
 

さて、１２月８日はお釈迦様がお悟りを開かれた大切な日です。 

お釈迦様は１２月１日から菩提樹の下で静かに坐禅を組まれ、 

７日間昼夜を問わず深い瞑想に入られました。 

そして坐禅を初めて８日目の明け方に、ついに大悟されました。 
 

お釈迦様がお悟りになられた１２月８日は、仏教が生まれた日です。 

これにちなみ、大智寺では 12 月７日の夜坐禅を組みます。 

 

 

初心者の方でも丁寧にご説明します。 

ご一緒に坐禅を組んでみませんか。 

お申込みをお待ちしております。 

 

 

 

今回そんな住職の試みが、このイベントを通して 

多くの方に伝わり、引いては岐阜の木材利用促進の 

お役に立つことができれば、幸いです。 

 

発行所 

大智寺 

 

岐阜市山県北野 
６６８－１ 

電話：058-229-1532 

≪Mail≫ 

hybsr245@ybb.ne.jp 

≪ホームページ≫ 

大智寺   検索 
 

 

http://www.daichi

ji.com 

 

http://www.daichiji.com/
http://www.daichiji.com/
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広告主様を募集しております 

 
来年３月、岐阜新聞社様には見開きカラー特集を組んでいただく予定にしております。 

 

美濃西国霊場会では、この特集のページに広告を出していただける方を 

スポンサーとして新聞社様へご紹介しております。 
 

●発行部数：岐阜新聞 岐阜県内全県版 １８万部 

        ●掲載内容：見開き 30 段カラー・ワイド特集「美濃西国三十三観音巡礼特集」 

●掲載日：平成 26 年３月 

●掲載費：31,500 円～ 
 

広告を掲載くださる方は、今月 28 日までにお手数ですが大智寺までご連絡ください。 

～ シリーズ 美濃西国三十三観音霊場 その⑤ ～ 
 ４年に一度の総開帳 平成２６年４月６日（日）～４月２０日（日） 

  
  

霊場めぐり ひとくちメモ 

日本には、観音様をお参りする「観音霊場」のみならず、 

いろいろな霊場巡拝があることをご存知ですか？ 
 

弘法大師の歩みを追う「弘法大師霊場」や「七福神霊場」 

病気の治癒を願う「薬師霊場」や、お地蔵様を巡る「地蔵霊場」 

平安密教から生まれた「不動霊場」など、全国には様々な霊場があります。 

 

大智寺では、境内に立てる観音様ののぼりを奉納してくださる方を募集しております。 

のぼりには、施主様の御名前を記入させていただきます。（一本 2,200 円） 

霊場のご紹介  

第十三番札所 ： 臨済宗妙心寺派 甘南美寺（山県市）  ご開帳：千手観音菩薩 

  美濃地域に稀な造りの楼門を構えるお寺、境内は巨木に覆われ古色の御堂に歴史が漂います。 

第十四番札所 ： 臨済宗妙心寺派 崇福寺（岐阜市）  ご開帳：聖観音菩薩 

  信長と信忠父子の廟所があるお寺、美しい回遊式枯山水庭園が疲れを癒してくれます。 

第十五番札所 ： 臨済宗妙心寺派 法華寺（岐阜市）  ご開帳：聖観音菩薩 

  美濃三弘法のひとつで「三田洞弘法」と呼ばれるお寺、美しい境内は市の名勝指定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ 岐阜チャン「あなたの町から 岐阜市」にて 

大智寺が紹介されます。（11 月 8 日放送予定） 

そろそろ行楽日和に出かけたくなる季節です。 

コミュニティバス（通称みわっこバス）に乗ってお出かけ♪ 

そんな番組を岐阜市広報課の方が企画して下さいました。 
 

番組の中では、リポーターの方と三輪南自治会連合会長の堀田氏が

みわっこバスで真長寺と大智寺を散策します。 

どんな番組になるか今から楽しみです。 

番組放送日：11 月 8 日（金）18:00～18:15 



2013年 11月 大智寺だより 

大智寺ホームページ http://www.daichiji.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
      

め
っ
き
り
日
が
短
く
な
り
、
い
つ
し
か
夜
寒
の
身
に
し
み

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
カ
ヤ
の
実
が
落
ち
、
固
か
っ
た
柚
子

が
ぽ
っ
て
り
と
し
た
黄
に
色
づ
く
と
、
山
の
景
色
は
冬
支
度

に
入
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
先
月
終
わ
り
に
は
無
事
に

開
山
忌
を
終
え
、
地
元
の
方
々
か
ら
頂
い
た
新
米
や
野
菜
、

お
寺
の
柚
子
な
ど
使
い
、
素
朴
な
手
作
り
精
進
料
理
を
和
尚

様
方
々
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

さ
て
、
長
雨
が
続
い
て
秋
が
深
ま
っ
て
く
る
と
感
心
さ
せ

ら
れ
る
の
が
「
コ
ケ
」
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
大
智
寺
で

は
、
庭
の
水
ま
き
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
自
然
任
せ

で
す
。
当
然
植
物
は
人
に
甘
え
た
よ
う
な
顔
は
し
て
お
ら
ず

野
生
の
顔
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
コ
ケ
は
、
夏
の
間
強
い

日
差
し
を
浴
び
る
と
、
カ
ラ
ッ
カ
ラ
に
乾
い
た
休
眠
状
態
に

入
り
ま
す
。
茶
色
に
変
色
し
た
コ
ケ
を
見
る
と
「
死
ん
じ
ゃ

っ
た
の
か
し
ら
」
と
よ
く
心
配
し
た
も
の
で
す
が
、
秋
雨
の

頃
に
は
鮮
や
か
な
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
必
ず
よ
み
が
え
っ

て
き
ま
す
。 

 

茶
色
の
コ
ケ
が
見
栄
え
悪
い
と
か
、
か
わ
い
そ
う
と
か
、 

そ
ん
な
人
間
の
都
合
が
入
り
込
ま
な
い
自
然
体
の
庭
を
見

て
い
る
と
、
自
分
も
そ
ん
な
「
生
き
物
」
の
一
部
な
の
だ
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
疲
れ
た
ら
休
む
し
、
病
気
に
な

り
寝
て
い
れ
ば
見
栄
え
も
悪
く
な
る
、
栄
養
を
つ
け
れ
ば 

ま
た
元
気
に
な
る
し
、
齢
を
と
れ
ば
老
い
た
顔
に
な
る
。 

～ シリーズ 北野のおばあちゃんの味 ～ 
 

♪ 北野で丁寧に野菜を育てるおばあちゃんの味 おすそわけ ♪ 
 

里４号のおばあちゃん 食欲の秋 サツマイモのおやつ 
 

① さつまいもを皮つきのまま、一口大に切る。 

② 切ったさつまいもを１０分程水にさらしてアク抜きし、水気をふき取る。 

③ 油を熱してさつまいもを入れ、中まで火が通るように揚げる。 

④ 別の鍋にしょう油大さじ半分、砂糖大さじ２、みりん大さじ半分、塩少々 

を入れて火にかけ、泡立ってきたら弱火にし煮詰めて密にしたら火を止める。 

⑤ 密に手早くさつまいもを入れて絡めたら、できあがり。 
 

小腹をすかして学校から帰ってきた孫が喜んで食べてくれるで、作っとるんやて。簡単やで。 

昔からサツマイモは主食になったり、おやつになったり、重宝するねえ。 

今
月
の
ひ
と
こ
と 

 

～ 観音様の教え 『延命十句観音経』 ～ 
 

第五句：仏法僧縁（ぶっぽうそうえん） 
  

子どもも唱えられる 一番短いお経から、 

観音様の教えを簡単にご紹介。 

  

なにげない日常の中で、泣いたり笑ったり・・・ 

人との出会いや家族との生活、社会での活動を通して、私達の心は大きく動いていきます。 

そのすべての心の動きは、 

すでに私達の心にまかれた「仏となる種」が発芽するために必要な「ご縁（きっかけ）」なのだと 

観音様は私達に教えてくださいました。 
 

そんな「ご縁」の中でもっとも大切なものが、この第五句に示されています。 

「仏法僧縁」 ― 中でも仏、法、僧とのご縁を大切にしなさい。 
 

「仏」とは、人工的につくられた仏像ではなく、誰もが持っている純粋無垢な「仏心」のこと。 

「法」とは、お釈迦様の教え、お釈迦様が悟られた真理、つまり日ごろ読んでいる「お経」のこと。 

「僧」とは、和尚様だけを指すのではなく、仏法を学び互いに高め合ってゆける「朋友」のこと。 
 

七世紀の初め、聖徳太子は「十七条憲法」を制定し、その第二条にて 

「篤く三宝（さんぽう）を敬え、三宝とは仏法僧なり」と明記しています。 

どんな時代も、正しい心でよい教えを受け、友と学ぶことが人生を豊かにする秘訣なのかもしれません。 

 

  

 

ア
ン
チ
エ
ー
ジ
ン
グ
も
い
い
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
大
自
然
の
営
み
の
中
で
は
、 

無
理
の
な
い
自
然
体
が
一
番
だ
な
、 

と
秋
色
に
染
ま
り
ゆ
く
庭
を
見
な
が
ら 

し
み
じ
み
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 
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永代供養墓って、どんなお墓？ 
 

 「永代供養墓」とは、将来お墓を守りする方がいなくても、 

永代にわたって、お寺が守って供養するお墓のこと。 

 

大智寺の永代供養墓は、ご夫婦ご家族一緒に 

ひとつのお墓にお眠りいただけるタイプです。 

永代に亘り、他の方のお骨と混じらないことから、 

「完全個別永代供養墓」といいます。 

 

ご希望の方は、いつでもご相談ください。 

 

完全個別永代供養墓 
１区画：３８万円～ 

（墓石代金含む） 

 
ご家庭のご事情により、 

また、その方のご希望により 

費用は変わります。 
 

詳しくは、ご見学を含めて 

ご説明いたしますので、ご予約

の上、ご来山ください。 

 

初心者 大歓迎 
東日本大震災物故者追善供養 

毎月 第四日曜日 

定例写経会 
 

今月の日程 
 

 

11 月 24 日（日）                 
（朝８時～９時） 

 

 

♪ 月に一度はお寺まいり ♪ 

一回 500 円 

（内 300 円は義援金）  

要申込 
 

 

 
～ うちの宗教って、どんなんやっけ？ ～ 

 

第十一回：お寺の宗派（しゅうは） 
 

大智寺の宗門を、やさしく簡単に 

おわかりいただければ嬉しい、そんなお話 

 
  

 

先月までの１０ヶ月間、 

臨済宗が生まれてこの大智寺が創建されるまでの、おおざっぱな歴史をひも解いてきました。 

今月からは、宗門のおおまかな枠組みを見ていきたいと思います。 
 

「おたくの宗派（しゅうは）は何？」と友人に聞かれて、 

「え？禅宗？」「仏教やけど宗派って何？」「臨済宗かなぁ？」なんてドキドキしたことありませんか？ 
 

現在日本には、十三宗五十六派（じゅうさんしゅうごじゅうろっぱ）ありますが、 

「十三宗」とは、真言宗だとか浄土宗、臨済宗といった「宗旨」が１３あるということを指し 

「五十六派」とは、十三宗それぞれが分派した「宗派」が５６あるということを指しています。 
 

たとえば「おたくの宗旨（しゅうし）は何？」と聞かれれば、「臨済宗」ですが 

「うちは妙心寺派だし、あちらは大徳寺派、こちらは天龍寺派で 

東福寺派や建長寺派、建仁寺派、南禅寺派もいるし円覚寺派もいる」 

といった具合に、臨済宗だけでも１４派に分かれています。 

特に教義や信仰対象に違いはありませんが、 

歴史的経緯で分派していったようです。 

人に尋ねられたら「うちの宗派は、臨済宗妙心寺派だよ」 

と笑顔でお答えいただければと思います。 

 

  

 

10月写経会 備忘録 

今月は、４名の方々が新しく加わり、 

にぎやかな雰囲気の写経会となりました。 

お天気にも恵まれ、朝の清々しい心で写経し

気持ち良くお経を読んで、物故者のご供養を

しました。写経の後には「久しぶりにお抹茶

を飲んだ」と嬉しい笑顔もあり、心癒される

ひと時を過ごすことができました。 


